
令和４年度カブトガニ産卵観察ツアー 実施報告 

 
本市では、市民に自然環境とふれあう機会を提供し、生物多様性の重要性について 

理解を深めてもらうため、体験型の講座を実施しています。 

今回は、日本有数のカブトガニ生息地である曽根干潟での産卵観察ツアーです。 

カブトガニなどの曽根干潟の生き物や海洋ごみについて学んだほか、保全活動と 

して海岸のごみ拾いを実施しました。 

 

日 時  令和4年7月17日（日）8時30分～13時00分 

場 所  小倉南区曽根干潟 

参加者  28名 

講 師  日本カブトガニを守る会福岡支部 

内 容  カブトガニ自慢館の見学・野鳥や干潟の生きもの観察 

パネルや標本などを使ったカブトガニの生態等についての説明 

海洋ごみに関する説明及び海岸清掃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カブトガニの知識が全くなかったので驚くことばかりでした。産卵にきていたツガイも

見られてよかったです。 

・カブトガニ自慢館で生きている幼生と生長したツガイを直近で見学できたのはとても

貴重な体験でした。海のゴミ拾いも SDGｓな活動ができて良かったと思います。子供

もとても楽しめました。夏休みの自由研究にするようです。 

当日の様子 

参加者の感想 

カブトガニ自慢館の 
カブトガニ 

曽根干潟の生き物に関する解説 カブトガニ産卵観察 

海岸清掃 


